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はじめに

　この紙面をおかりして、当院呼吸器内科のご紹介を

申し上げます。

　呼吸器内科は、昨年、平成18年８月より医師２名

体制で発足しました。８月の約２週間の準備期間を経

て、８月16日より本格的に診療を開始しました。肺炎

などの呼吸器感染症、肺癌、喘息、間質性肺炎など呼

吸器疾患全般にわたって診療を行っております。

　発足から約7ヶ月経過しましたが、いろいろな方々

のご協力により徐々に診療体制を整えることができる

ようになってきました。今回、外来、検査、入院につ

きまして平成19年２月までの状況を踏まえて、簡単な

ご紹介をいたします。

外来

　外来は週２回、水曜日と金曜日の午前中に診療を

行っています。現在は２人体制ですので、肺癌などの

特殊な疾患以外は基本的には当科での外来 follow は必

要最小限にしております。

　次のグラフは、平成18年８月から平成19年２月まで

の７ヶ月間の入院を除く外来患者数の月別の推移で

す。毎月初診、再診を含めて40名前後の方が外来受診

されております。次は初診患者の主訴ですが、検診異

常を含む胸部異常影が最も多く、次に咳や痰を主訴に

外来を紹介受診される方が多いようです。最終的な疾

患別の割合ですが、急性気管支炎などの呼吸器感染

症、肺癌などの腫瘍、気管支喘息が多くみられました。

男女別では、やはり喫煙率の高い男性の方が多いよう

です。年齢別では、気管支喘息の方が多かったことも

あり、20代の割合も高い印象でした。紹介元の病院は、

発足から間もないこともあり、ほとんどが鹿児島市内

の病院からの紹介でした。鹿児島市以外では地理的な

関係からか、南薩地方と大隈地方の病院、医院からの

紹介が多数ありました。

診療連携

「呼吸器内科のご紹介」

呼吸器内科

呼吸器内科医長　濵﨑哲郎
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検査

　気管支鏡検査は火曜日の午後に行っております。気

管支鏡検査は検査の性格上、適応が限られてくるため

毎週行っているわけではありませんが、平成18年８月

から平成19年２月までの７ヶ月間で13件の検査を行っ

ております。ほとんどが胸部異常影で外来を受診さ

れ、肺癌が疑われた症例です。それ以外ではサルコイ

ドーシスなどのびまん性肺疾患などです。

　気管支鏡検査のご依頼につきましては、まず外来受

診をお願いします。画像所見や全身状態などをみて総

合的に判断し、気管支鏡検査を行っております。

入院

　入院については、気管支鏡検査や肺癌の化学療法目

的以外は、救急外来を受診されそのまま入院される方

がほとんどです。

　次のグラフは、平成18年８月から平成19年２月まで

の月別入院患者数の推移です。呼吸器疾患という特徴

から、感染症の増加する冬場に多いという傾向があり

ます。疾患別では、肺炎などの呼吸器感染症が最も多

く、尿路感染症などのその他の感染症を含めると感染

症で半数以上を占めています。高齢で重症の患者が多

い印象です。次には肺癌などの悪性腫瘍、気管支喘息

が続きます。男女別では、外来と同様男性が多い傾向

があります。年齢別では、90歳以上の方も多く、高齢

者の方がほとんどを占めています。若年者の入院は肺

炎と気管支喘息がほとんどです。入院患者の転帰です

が、高齢者で重症の方が多いこともあり死亡が10％で

した。不変のほとんどは、気管支鏡検査入院と肺癌の

化学療法目的入院の方です。紹介元の病院ですが、鹿

児島市以外の割合は外来より多いでしたが、外来と同

様、南薩地方と大隈地方の方が多いようでした。

診療連携
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おわりに

　高齢化社会となって、肺炎やCOPD、肺癌などの呼

吸器疾患は今後も増加することが予想されます。現在

は医師２名体制で、会員の先生方のご要望に十分お応

えすることができていないと思われますが、可能な限

り努力していく所存です。

　今後ともよろしくお願いします。
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お知らせ

http://www.minc.ne.jp/kasiihp/

鹿児島市医師会病院

お知らせ

ホームページをリニューアルいたしました
従前より見易く・情報量豊富にリニューアルいたしました。

医師の交代等も随時掲載し、様々な情報発信の場として更新してまいります。
どうぞご利用ください。

http://www.minc.ne.jp/kasiihp/

外来診療体制に関するアンケートのお礼

　当院外来体制について会員の満足度を把握するため、昨年12月に ｢外来診療体制
に関するアンケート ｣を実施させていただきましたが、75施設からのご回答（回答
率13.5%）でした。ご協力いただき感謝申し上げます。
　アンケート集計結果については、お寄せいただきました貴重なご意見・ご要望等、
十分に検討し今後の当院運営の参考にさせていただきたいと考えております。更な
る会員支援の充実を目指し、職員一同頑張って参りますので、ご支援・ご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。
 医療連携室　　　　　　　　
 室長　武　淳一郎・原田和明
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麻酔科医師
＜プロフィール＞

（Ｈ 18.12. １～）

名 前 米
よねみつ

満　亨
とおる

診 療 科 麻酔科

出 身 県 鹿児島県

出身大学 鹿児島大学
（平成 15年卒）

前勤務先 鹿児島大学病院

趣 味 ビデオ鑑賞

ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いします。

鹿児島市医師会病院　連携室だより　No. ６
 創刊日：平成17年８月10日
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 発行者：〒890－0064　鹿児島市鴨池新町７番１号
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 担　当：医療支援部　医療連携室
 ＴＥＬ：099－254－1125（代表）
 ＴＥＬ：099－254－1121（連携室直通）
 ＦＡＸ：099－254－1308（連携室直通）
 ホームページ：http://www.minc.ne.jp/kasiihp/
 ご意見などございましたら、お気軽にご連絡ください。

放射線科医長
＜プロフィール＞

（Ｈ 18.12. １～）

名 前 南
なんだて

立　亮
とおる

診 療 科 放射線科

出 身 県 福岡県

出身大学 鹿児島大学
（平成８年卒）

前勤務先 今給黎総合病院

８年ぶりの医師会病院勤務となりました。
今回もよろしくお願いします。

新入職員（新任医師）紹介


